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 八頭町議会産業福祉常任委員会は、令和６年７月１９日に調査研修を終

了したので、八頭町議会会議規則第７７条の規定により、別紙のとおりそ

の結果を報告する。 
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報告要旨 

 見だしの研修に参加しましたので、その概要を報告いたします。 

〔視察の目的〕 

〇応援市民制度、地域包括ケアシステム、並びに道の駅を中心とした総合的な産業振興

について調査・研修し、委員会活動の資とする。 

 

南砺市 地域包括ケアの取り組み及び応援市民制度の取り組み 

〔研修内容〕 

 南砺市は、２００４年に４町４村が合併した人口４万７千人の市である。 

①南砺市地域包括ケアは、医療と介護の連携を強化し地域包括医療・ケアの推

進から始め、平成２４年に地域包括医療・ケア局を設置した。特色として課

題解決に本人、家族、医師、看護師、薬剤師、介護支援員、栄養士など多職

種で問題解決を行っている。在宅介護機能の強化と相談・支援機能の強化に

取り組んでいる。 

 ②応援市民制度は、南砺市を応援する方を「応援市民」として市が登録する制

度。２０６０年の目標人口は３万人、応援市民の目標は５千人（現在１１４

９人）応援市民登録要件は、南砺市外に住みながら南砺市を愛し、応援して

もらえる方で、登録した方には、登録証と名刺１００枚交付している。総務

省の関係人口創出モデル事業を活用。応援市民がイベント等に訪れる機会が

増えるよう情報の発信をし、訪れた南砺ファンと触れ合う機会を創ることで

コアファンの育成を図っている。 

 

〔所感〕 

南砺市は、市長自ら市民の幸福感と満足感を高めることを目標に向けた市政を

行っている。その先にウエルビーイングな社会（身体的、精神的、社会的に充実

した状態のこと）があるとしている。健康とは、単に病気や虚弱ということでは

なく「身体的、精神的、社会的に完全に良好な」状態である。医療が地域包括ケ



アを先導する取り組みを行っている。八頭町にも取り入れたい。 

 

 

 

黒部市 地域振興を目指した拠点としての黒部道の駅 

〔研修内容〕 

   黒部道の駅は、令和４年４月開駅した敷地面積約３ha、国道８号線に沿っ

た三日月型の大型施設である。国交省が道路情報の発信場所及びトイレ・休

憩所を設けるにあたり、黒部市が交付金事業として、農水省の地域産物加工、

飲食施設の建物を整備した。近隣に食堂がなく、地域住民の利用もある。駅

内は農産物直売所、食事のできる店４店舗、地元産物の売店もある。職員４

名、６年度の売り上げ目標５億円。課題は、１１月から冬場の売り上げが半

分以下に落ちること。 

 

〔所感〕 

黒部道の駅は、新しい大型の地域産物の販売と地域の特性を活かした飲食の提

供、地域の振興を目指した拠点づくりを目標とした取り組みです。この地域には

他に競合する施設もなく、施設内に他企業の誘致を進めている。八東道の駅の参

考として、地域の名産品の季節の偏り、冬場の売り上げをどう確保するのか改め

て検討することが必要だと感じた。 
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